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要がある.並渦性 (Uz,uz),皮保佐 (N.n),巴の長塩 (Lk2,lk2)および粂性 (V.V)に
ついてはすでに同質迫転子系統対を育成して, この範の研究を行ない,その結果を報告




材 料 と 方 法







ったが,反復親が両劣性 (uzと l)であったから,短代確し雑種のうちで並 ･疎船型の個
93
休を選んで授粉を行なった.その際位本に対して特別の選択を加えなかった,7l･.1の戻し


















実 験 結 果
1970および 1971?)両年碇の試鮫で得た輔々の形I質の測定結果を盤埋し, '6形質ごとに
4区の平均値を;),:めた.また各形矧 こついて年次別に分散分析を行ない,並 ･渦間および
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左 の ;rJ-意 性
LIB- ほー 周 L～欄 端
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も並 ･渦l乱kよび疎穐 ･密矧1r]lに全 く差が認められない.そしてil･通柏の場合でも並 ･渦
閲には差がな く,ただ疎抱の方が密船型より菅丁多いことか認められた.
つぎに, 1槻花数の値を比較Lてみると,媒穂型の方が疎租型に比し16-10%も花数




ら計許した 1穂稔粟粒数に ついては 密紙型が疎槻型よりも14-17%も多 くなっており,
-:6滴性の方は dE性よりも4%位相数が 少なくなる計錠となる. しかし,符偽性 および
渦性:r監伝子型はともに 粒が小さく,それぞれ 疎槻 東,･よび適性に比して8%および5%位
1〕00位I重が低一十していることが認められた.
考 察
竹崎 (1927)は日本の 大息rn種の亡柏里か3主働｣呈i伝 J′Hh,Ee.Aaに-~Eとして支配
されることを明らかにし,それらの退転千の能長やと長に対する支配価を1交雑に山来し
た F3系統のdIJ定他から推定した. これらの3遺伝了-の うち Hhと Eeはそれぞれここ
でいう UzltZと Llに該当するLのである.Takahashi(1951)は2;出伝子対 Uzuzと
IJlを含む2.3の交雑の F2および F3代に臼いて.瓢別された4穂の表現型 (億型肝)と
9極の氾伝f･型の槌智度,穂長.秤良などをしらへ,その結果から両遺伝(対のこれらの
.済形質に対する作用の程度を推定した. それて 最初に本実験結果を上述の2実験のそれ













A B _l B C A B
? ? ???? ??? ?? ? ? ?? ??
?? ? ? ?? ? ?







Lと Uzに比して線密度 (飽軸節閏長),租長および 作長などの 程度短縮するかを計算
し,凍3蓑に示した.この表では.本実験の払巣を A,Takahashi(1951)のをB,竹崎
(1927)の結果をCであらわす.
第3歳によると,本実験で推定された lおよび uz迫伝 √･の機密度,穂長および倖長に
対する短縮の程度 (A)紘,他の実験の数値 (BとC)と多少の追いがあるが,まずよく






は並 ･疎穂系統 (UZlL)のそれと同じか むしろより長押であり,以前に稗た結果と多少
奥なることが注目された.それが, どのような理由によるかを推知するため次の調査を
試みた.すなわち,本実験に用いた4系統の由来した尿L雅軽個体 (BC7) と姉妹開床
の雑唖個体の梅子をまき.その Fこ世代で並 ･疎放 (UZlL),並 ･密槻 (Uz-i),渦 ･疎穂







































分してそれらの1穂花数および 1000粒並の平均値を求めた.第 4表には その結果が調査
品唖数と共に示されている.これによると,1租花数については密粗品鶴の方が疎穂品種
よりも多 く,1000粒jTfについては連に,暫軸の万が疎稚晶蔵より軽いという傾向が窺われ
第 1妾 日本/li来六条の疎槻tkよひ傭馳晶協間の 1柑化教および
IUOO粒ZlJ_C:)Jt:畦 (柄孤lノ｣はti.1個 数)
並性皮表 並件株安 耐性鹿家 湘性裸麦
7L4(48) 790(6) 72.7(18) 785(65)
768(70) 793(16) 779(35) 797(26)
-54 103 153 - ],2
3094(`18) 29.83(6) 2967(18) 26.65(65)
3〔)86(70) 27,94(16) 2769(35) 24.88(26)






















回親として,7回の反復)_jiL交雑を行なって後,並･秋穂 (Uz-L),並 ･密粘 (UzJ),
渦 ･疎穂 (uz-L)および渦 ･密抱 (LLZ-1)の同質迫伝千系統を作り,それらを2カ年にわ
たり.普通繊および 1本粒して主要な出菜形質にlR-jL比樫を行なった.結果は次の如 く要
約される.
1. 番穂 (i)および軸性J呈主広子 (uz)を含む系統は それそれの対立迫伝子 (L と Uz)
を含む同質退伝子系統に比して,租節度や租長についてともに約 30%短 く,押長につい
て裾槻塾は 5-10%,渦塾は20-30%それぞれ飼い.




















li,'潤隆平･林 二郎･守屋 ifij,1962a･ 】sogenle系統対による皮･裸大麦の比較,宵雑 12:65,
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